
自然に触れ
笑顔いっぱい‼

木下南保育園

保育園だより

　二学期、音楽会や遠足、社会見学など様々な行事が行われました。五月
に全校で行う予定だった運動会は、各学年ごとに日を変えて実施され、
四年生はその最後の締めくくりをしてくれました。ワクワクソングはここ
までに何回も練習してきて、完成度が高いものとなりました。また、一学
期には感染拡大防止の観点からなかなか実施できなかったクラブ活動や児
童会主催の行事も行われ、異学年や地域の方々と交流する機会も持つこと
ができました。そして日々の授業では、夏休みに大型提示装置を全普通教
室に設置していただき、一人一台のPC端末と共に学習のツールの一つと
して使いながら、主体的に学ぶ授業が展開されています。

大きく成長
充実の2学期

①４年生の運動発表会。伝統の校歌ダンスで締めくくりました。
②今年から始まった百人一首クラブ。地域の方を講師に、本格的
な「伝統かるた」に挑戦。

③児童会主催のワクワクフェス。各委員会が趣向を凝らしてゲー
ムを準備し、低学年を優しくサポートしました。

④日々の授業では、学習のツールの一つとして一人一台のPC端
末、大型提示装置を使っています。

箕輪中部小学校

小・中学校だより

　　

四季の自然豊かな園庭で、日々花や草、虫に触れ野菜を育てる中で発
見、驚き、喜びを感じ伸び伸びと遊ぶ子どもたち。
笑顔の花がたくさん咲いています。
木下南保育園での生活も4か月余りとなりました。閉園までの園生活
を楽しんで過ごしたいと思います。

箕輪町子育て少子化対策
キャッチコピー

みんなで育てる　みのわっ子
～パパになるなら箕輪町
　ママになるのも箕輪町～

みんなで育てる　みのわっ子
～パパになるなら箕輪町
　ママになるのも箕輪町～
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①お散歩に行ってどんぐりを拾ったよ
②大きなナスが取れました。おいしかったね。
③見て見て！足型ができたよ！
④長いキュウリが取れました。顔と同じだよ。
⑤虫がたくさんいるよ。
トンボやバッタ・ちょうちょもいるよ。

⑥花をすりつぶして色水にしたよ。
　きれいでしょ
⑦大きなバッタ捕まえたよ！

町のホームページ
「いいね！みのわっこ」▶
随時更新しています！

SCニュース

　例年、秋から年末にかけて、夕暮れ時と夜間に重大交通事故が増加します。
　特に、日没後１時間以内に歩行者の交通死亡事故が多い傾向にあります。
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サンセット作戦実施中！～夕暮れ時から夜間にかけての
　　　　　　　　　交通事故防止～

情報元：長野県警察本部交通部交通企画課

1. 早めのライト点灯　～薄暗くなる前にライト点灯～

3. 反射材の着用　～光って目立って存在をアピール～

交通事故を起こさない、交通事故に遭わないために、以下の「サン（３つの）セット」を実施しましょう！

歩行者死者数（長野県内の過去 5年累計：H28～R2） 夜間（10～12月）1時間当たりの歩行者死者数
（長野県内の過去 5年累計：H28～R2）

日没後1時間が非常に危険！
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10～12月の夜間の死者数は、
7～9月の約 2倍

夜間の1時間当たり死者数は、
日没後 1時間が特に多い

（人）

夕暮れ時は、薄暗くなる前にライトを点灯し、周囲に車の存在を知らせましょう。

2. 先行車・対向車がいないときはハイビーム　～ハイビームで周囲の状況をいち早く察知～
時速60キロで走行する車の停止距離は44メートルですが、ロービームの照射距離は約40メートルです。
これでは、歩行者を発見してブレーキをかけても、歩行者に衝突してしまいます。
先行車や対向車がいないときはハイビームにしましょう。
ロービームで走行する場合は、時速40キロ以下に減速しましょう。
※時速40キロ超の歩行者事故致死率は、時速40キロ以下の約6倍

夕暮れ時や夜間に外出するときは、明るい色の服装で、反射材や自発光材を着用しましょう！

交通死亡事故ゼロ 連続日数 500日達成！
　箕輪町は、令和３年９月４日をもって、交通死亡事故ゼロの連続日数
500日を達成しました!!
　これにより、長野県交通安全運動推進本部長である県知事から表彰を
受けました。
　一方で、町内では交通死亡事故ゼロが続いているものの、人身事故の
件数や負傷者数は前年に比べて増加傾向にあります。
　死亡事故ゼロがさらに続くよう、安全運転を心がけましょう！
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